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温熱処理による尿尿中畑虫卵殺減試験

久津見 晴彦

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和32年 10月8日受領）

尿尿中に脊在する寄生虫卵i特に阻虫卵を何等かの方

法によって殺滅するととは，寄生虫感染予防の重要な方

法の一つであるが，最近は中小都市における尿尿の合理

的処理対策として康尿消化槽を設置し，とれによる温熱

処理が行われ，既に全国て数十ケ所の実施叉は計画に至

っている。とれは汲取った康尿を 1.000～20.000石入り

の消化槽に入れ，30°0以上に保温し嫌気性菌の活動によ

って尿尿を醗酵牙解し，同時に尿尿中の病原菌及び寄生

虫卵を殺滅するという構想のもとに設置されつ〉あるも

のてある。然し乍ら今迄の調査報告によると実際には必

ずしも30°0,30日という規定が行われず，稽低い温度で

しかもより短い日数て汚泥その他として処理されている

のが現状のようである。一方尿尿中の阻虫卵の死滅に対

しては，その貯蔵温度と貯蔵期間との組合せが規定され

た30°0前後では可成り大きな影響を与えるもののようで

あることは，谷川久治氏の報告によっても明かである。

そこで筆者は以下の如く ，尿尿を実験的に各温度に保

ち，一定日数加温後の尿尿中畑虫卵の生死を観察して，

温熱による阻虫卵殺滅の状況を調べたのでその結果を報

告する。

実験方法

1 尿尿槽としては大小2槽を用い，1つは硝子シリ

ングー （直径14cm，， 高さ22cm，容量 8めて， これに

2 lの探尿を入れたもの，他は硝子管瓶（直径 4cm，高

さ7cm，容量80cc）て，とれに50ccの尿尿を入れたもの

を使用した。

尿尿は別々に集められた人民尿を 1: 5の比に混合し

これに人畑虫卵とその抵抗性の変らないことが分ってい

る（斉藤，1956）豚岨虫子宮内卵を 5%ホルマ リン浸

漬，5°0, 24時間放置した虫卵材料を投入し，姻虫卵合
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有I*尿を作って実験に使用した。原尿の量は上記の如く

硝子シリ ンダーには 2l，硝子管瓶には50ccを入れ，とれ

に紙の蓋をしてゴム輪て止め上部から温度計を挿入して

所定の温度にあるととを確めた。

2 実験温度は28～33°0て，その間を 1°0 に区切って

6段階にした。この実験は 2固に分けて行い，29,31, 

33°0の8例と，28,30, 32°0の8例を時期を異にして行

った。前者の 8例については容器としてシリンダーのみ

を用い，後者はシリングーと管瓶を併用した。実験温度

は概ね表示した温度を保っか或いは梢上昇する傾向があ

ったが，後者の実験は夏季に行った者，時に恒温槽が±

0.3～ 0.5。Cの変域を持つ場合があり，との時は気温の

上下に従って断えず温度調節を行って槽内の温度を一定

に保つようにした。

以上の如き条件の下に置いた材料について所定の日数

を径た後， 2l槽からは静かに撹持しながら 50ccを採

り，50cc槽はその全量をとってそれぞれガーゼ1枚て穂

過し，遠心沈澱操作によって水洗し，素焼血にのせてお

～29°0で培養した。培養後の虫卵は33%のアンチホルミ

ン液を加えて30牙放置し，蛋白被膜を除去し 100～ 200

コを観察して生死の判定を行った。虫卵の生死は 7日目

毎に観察し，最終的には60～70日後の結果から仔虫形成

卵を生卵， 単細胞卵，変性卵を死卵として判定した。叉

50～60日後に至つてなお牙裂期或は麟齢期にある虫卵は

すべて死卵と見倣した。

実験成績

I. 第 1回実験

図 1に示す如く 29°,31°, 33°0 における温熱処理を行

った結果てある。これは観察日数が梢々粗て，2' 4' 

6' 9' 12, 15，日迄の 6段階，何れも硝子シリンダー

く大容器〉を用いたものである。

29°0: 4日目迄は90%以上の生存率を示し，9日目

になると22%と減少し，以後15日目には 8%となり，生

存率は10%以下となったがなお明らかに仔虫形成卵を認
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第 1図 加温後の尿尿中畑虫卵仔虫形成率

( 2 l槽，尿尿比 1: 5) 

めた。

31°0: 4日目には生存率90%以上， 6日自には32%

然るに9日以降は 5%以下となり， 9～15日目ては何れ

も1～2%の生卵を残すのみとなった。

33°0: 2日目ては94%と殆んどの虫卵は生存してい

たが， 4日自に至ると早くも生存率45%と落ちて既に半

数の虫卵が死滅し， 6日自には 1%となって殆んどの虫

卵は死滅したものと見倣される。 9～15日に至つては生

.g~を全く認めなかった。

JI 第 2回実験
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第 2図 加温後の尿尿中畑虫卵仔虫形成率

( 2 l槽，尿尿比 1: 5) 

図 2.3に示す如く， 28°,30°, 32°0における尿尿中

畑虫卵の生存率は経過日数と共に漸次低下してゆく傾向

が認められた。そして実験的廃尿楢としてシリンダーを

用いた場合と管瓶を用いた場合とでは，何れの温度にお

いても略々同様の傾向をもって生存率が低下し，とれら

の容器による生存率の差は今回の試験ては著明には認め

られなかった。

28°0: 実験開始から 6日自に至るまで90%以上の生
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第 3図 加温後の尿尿中姻虫卵仔虫形成率

(50cc槽，尿尿比 1:5) 

存率て，その間死滅率は何れも10%以内て著明な差はな

い。 7日以降ては 7日目の生存率84%（大容器） , 77% 

（小容器入 8日目は56%（大〉， 69% （小〉， 10日目

は51%（大） , 58% （小〉と生存率は漸次低下する。し

かし10日過ぎて恒温槽の温度が気温の影響て30°0に上昇

するという事態のため， 12日に取出した虫卵は殆んど死

卵て，生卵は僅か 6% （大〉， 3 % （小〉しか認められ

なかった。培養初期には分裂卵を観察したが，すべてが

仔虫形成卵にまで発育するに至らなかった。

30°0: 実験開始より 4日目迄90%以上の生存率であ

ったが，それ以後は28℃の場合と同様に作用日数の増加

と共に生存率は低下した。

以上2回の実験の結果をまとめてみると，表1の如く

になる。実験温度の高低に並べ作用回数別にそれぞれの

生存率を比較すると，作用温度を上昇させるととによっ

てより短い期間て虫卵の生存率を低下させるととが可能

であるととを認めた。勿論ιの実験のみでは各回数毎の

詳細な検討には不充好であるが，大体の傾向を示すもの

と考えられる。そとでとれらの温度について大略の殺減

効果を日数によって求めてみると，劃線に示す如く 80%

以上生存する日数は28°0て7日， 29～30°0て5日， 31。C

て4日， 32～33°0て2日という結果になり，これらの日

数を経た後に虫卵の死滅は次第に著しくなるととが窺わ

れる。一方との様な温熱処理によってもなお若干の虫卵

が生存する ζ とが認められるが，虫卵の生存率が30%以

下？となるにはとの表からも見られる様に，何れの温度に

おいても其後僅かに 2～4日てあるととは興味がある。

叉，生存率が10%以下になる日数を求めると， 33°0て5

日， 32°0て7日， 31°0て8日， 30°0て9日と次第に延長

する。そして29°0以下の温度ては比較的長期に互って生

存する傾向が認められる。との実験に関する限り28°0の

( 57 ) 
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第1表各温度保温後の尿尿中畑虫卵の仔虫形成率（ガ）

温度 槽 日数2 3 4 5 6 7 8 9 10 I1 12 13 14 15 

33°C 大 92 45 1 。 。
大 92 68 52 45 34 18 7 7 。 。

32 
93 68 61 55 43 5 。 。

31 大 95 94」 32 1 2 

大 93 90 91 86 66 32 19 8 。 。
30 

93 91 88 84 66 57 37 2 。
29 大 93 94 22 12 8 

大 96 95 94 94 88 51* 6 , 。
28 

95 96 97 90 91 77 59 58* 3 。
本30°C上昇

11 日以降の成績は甚だ不備で＆~ることは前述の通りて， (1954a）は夏期に尿尿貯溜槽（ l.2m3）を設置し，27.3

30°0位に加温された〉め生存率は激減したが，諸家の成 ～31. 7。'Cc平均29°0）て投入時生卵率15%前後，14日に

績によっても27～31°0における生存日数は更に延長して 至って死滅している。叉，釘本（1954b）は尿尿比 1: 

いる。乙の点に関しては後章に譲る0 ・ : 10，尿尿量 51て30°0て2回の実験的加盟L試験を行つ

論 議 ている。投入時生卵率67～70%であるが， 4～5日て50

尿尿消化槽における寄生虫卵殺滅状況は，乙れが実施 %以下，10～13日て10%以下になる。更に11～16日て5

されてから現在まで詳しい成績は極めて少い。最近小島 %以下になった生卵は19日に至っても死滅しないと報告

(1957)は埼玉県行田市の尿尿消化槽て，主として畑虫 し，概ね筆者の試験と同様の成績を得ている。大田（19

卵について虫卵死滅率の最も低下する11月から 8月迄の 56）は lOOccの大試に60ccの尿尿を入れて試験て， 37°0

毎月 1回，投入植，消化柏等の虫卵検査を行った。投入 7日て死滅， 30°0ては 25日て 2～ 4%が生存するとい

虫卵数を 100とすれば，脱離液に 7.1，消化汚泥に18.1 う。叉， llシリングーに 500ccを入れたものでは，40

放流水に 3.3の比に出現する。叉，採取した試料を 2～ 。Cて、6日， 37°0て19日日 に死滅し，30°0ては35日自に37

3カJJ間培養すると，乾燥汚泥中の虫卵ては21.4%，欣 %の生卵を認めている。前者はスカムなく ，後者はスカ

流本中の虫卵では39.2%が仔虫形成卵に至っている。鑑 ムが発生したもので，30°0ては死滅し難く 37°0の消化を

者がtLil奈川県志子－町の尿尿消化槽て知り得た場合も乾燥 奨めている。

汚泥中に20%前後の仔虫形成卵を認めた。 更に小宮等（1956）が三研合同て行った尿尿中畑虫卵

尿尿消化槽の運営には多量の燃料を要し，熱の散逸を の薬剤処理試験の対照があるが，とれは今回の試験と同

防止しつ〉長期間加温を続けなければならないが，現実 様の方法て温度28～31°0，尿尿比 1: 5, lOOcc入り容

には規定温j立に達せず，しかも加出期聞が短縮されてい 器に50ccの尿尿を入れたものである。との結果は浸漬7

るようで，cれは如上の成績からも認められる。一般に 日て、何れも90%以上の生存率， 14日ては10～15%c非振

尿尿消化楢・の細菌，有機物に関しての報告は多いが，虫 麓例） ' 11～32% c振渥例〉となっており，対照 6木中

卵のそれが砂いととも，このような不完全な殺卵状態の の半数は14日ても30～50%の生存率を示している。筆者

ま〉運営されている原因とも考えられる。 等 (1957)が得た第2回試験ては28～30°07日て65～96

今回の実験は以上の如き問題の検討を行うため，尿尿 %という高率の生存率であった。

を30。C前後の各温度に加温し，一定期聞置いてその中の 以上の諸成績をみると，28～31°0附近に加温された民

姻虫卵について生死を観察したが，これと比較しうる諸 尿中畑虫卵は，短期間ては容易に死滅しないととは明ら

家の試験報告に着目すると次の如くである。 即ち釘本 かてあろう。今回の試験によれば，加温された尿尿中畑a

( 58 ) 
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虫卵は加温日数と共に死滅してゆくが， 29°Cに加温した

場合ては14日加温でも，以後の培養て約10%の仔虫形成

卵を認めた。これは上述の釘本，小宮等の28～31°C, 7 

r1間て90%以上， 14日間て10～55%の生卵を得ているの

と同様の結果である。一方，31°Cては15日においてなお

仔虫形成卵が存在する。しかし32°0に加温すれば 7日て

5～20 %の生卵率であるが， 14日に至れば完全に死滅

し，33°Cに加混ずれば1週間以内に生存率は 5%以下に

なり，10日間の加温て既に死滅し，その後仔虫形成卵を

認めない。との点を綜合すると，民尿虫畑虫卵に対して

は消化惜の温度の僅かの上昇が，極めて強く影響するこ

とが明らかになった。

以上の結果から，尿尿消化槽の運営において姻虫卵を

対象とした場合，加温温度を32℃として12日間，或いは

更に完全な殺卵を期するならば 20ri間の加温が望まし

い。又，もし可能ならば33°Cに加川して10日間， 更に安

全を期して14日間の継続加制すれば，尿尿中畑虫卵の殺

滅を完全に行えるととになる。これは従来の30℃加温に

比して約半牙の日数であり，とれが実脳され〉ば消化惜

の能率を増大せしめるととが可能になるものと考る。

最後に，cれらは何れも試験室内の成績で，小胤模な

試験に伴う誤差の間関，尿尿 1: 5に対して実際の消化

槽内ては 1: 10に近いととなどの点を充分考慮しなけれ

ばならないが，乙れらの方法について今後更に研究を続

行するつもりである。

結論

尿尿中畑虫卵殺滅の目的て， 虫卵合有尿尿を一定期

間，各温度（28～33°C）に保温した。殺卵効果の判定は

尿尿中虫卵を培養して生存卵を仔虫形成卵に至らしめ，

その数によって効果を判定した。その結果，尿尿力日nil.温＆

が高くなるに従い，より短い作用期間て虫卵の仔虫形成

率が低下してゆくととが認められた。作用回度28～31°0

の範UHては15日に至っても仔虫形成卵を認めるが，32°0

においては同線の日数て虫卵は完全に死滅した。 33°Cに

加詰ょすると， 10日以内にすべての虫卵は死滅した。よっ

て尿尿消化槽内の畑虫卵を殺滅するためには，32～33°C

に加ibょすることが望ましく ，ζ れが行われ〉ば従来に比

して約半分の日数て虫卵殺滅を行うことが出来て，消化

槽の運営能率を高めるととが山来るものである。

稿を終るに当り，御指導御校聞を賜わった部長小宮義

孝博士，並びに石崎達博士に深甚の謝意を表する。
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Summary 

The present experiments have been desjgned pri-

marily to investigate the ovocidal effects of night-

soil upon development of ascaris eggs at higher 

teロiperatures.

Results obtained after culturing eggs for 60～70 

days were as follows : In the case of 4-day im-

mersed eggs ratio of larval eggs was 88～94% at 

28～31°C and 45～61 % at 32～33°C. In the case of 

10-day immersed eggs it was 51～58 % at 28°C and 

2～8 % at 30～32°C and no larval eggs were found 

at 33° C. 
It is, therefore, considered that a digestive tank 

for night-soil should be heated for more than 15 

days at 32～33° c. 




